
 

 

今、病院でチャプレンが感じていること 

─ 神の物語を共に生きていくために ─ 
 

 コロナ禍。私たちは、あまりにも変わり果てた日常に傷つきました。医療や介護

の現場も同様です。しかし、それは、患者や高齢者がコロナ以前から強いられてき

た思いかも知れません。非力の中で、なお生かされていること。そこからの「希望」

を、病院チャプレンと考えたいと思います。 

 

● 日時：2021年11 月12 日（金）16:40 ─ 18:10 

● 場所：同志社大学 今出川キャンパス 同志社礼拝堂 

● 講演：大野高志（衣笠病院チャプレン） 

1975 年、静岡市生まれ。2002 年、同志社大学大学院神学研究科修了。日本基

督教団天満教会担任教師（大阪）、ケルン・ボン日本語キリスト教会牧師（ド

イツ）を経て、2007年から社会福祉法人日本医療伝道会（衣笠病院グループ／

神奈川県横須賀市）職員。現在同法人チャプレン室長。上智大学グリーフケア

研究所認定臨床傾聴士。日本臨床宗教師会認定臨床宗教師。      

 

司会：勝又悦子（神学部 教授） 

コメンテーター： 関谷直人（神学部 教授） 

 

 

 

◎本シンポジウムは、ALL DOSHISHA 教育推進プログラム「社会実践のためのブレンディッド・ラーニ

ングの構築－「地の塩」プロジェクト」の一環として行われます。 

 

 

同志社大学 神学部・神学研究科 公開シンポジウム 

問い合わせ  同志社大学 神学部・神学研究科事務室 

Tel: 075-251-3330       https://theo.doshisha.ac.jp 



同志社⼤学 神学部・神学研究科 公開シンポジウム 
2021 年 11 ⽉ 12 ⽇ 

⾐笠病院グループチャプレン ⼤野 ⾼志 
�
�

「 今、病院でチャプレンが感じていること 」 
〜 神の物語を共に⽣きていくために 〜 

�
�

０．はじめに 
・ 神学⽣のころ�
・ ドイツから⾐笠病院へ�
・ 出会い①�「時間の無駄だ」�
・ 出会い②�傷に触れる�
�

１．「チャプレン」という⾔葉 
・ 合⽻とチャプレン� 〜マルティヌス（4世紀のローマの軍⼈）〜�
・ 「⾮⼒を分かつ」�
・ 「ネガティブ・ケイパビリティ」（帚⽊蓬⽣）� “⽇薬と⽬薬”�

 遺族を苦しめ続けるものの⼤部分は、後悔です。「もっと何とかしてやれ
なかっただろうか」「受診させるのが遅すぎたのではないか」「モルヒネを
頼んだので死期を早めたのではないか」と、いくつもの後悔が遺族を苦し
めます。どんなに患者さんに尽くした家族でも、死後、「もっとしてやれた

のに」と悔やむようです。これはもう間違った認識としか⾔いようがありません。 
 そんなときには、「あれ以上の介護と献⾝は、考えられません。主治医である私がよく⾒て知っ
ています」と⾔ってあげるだけで、遺族の⼼の重荷は軽くなります。 

『ネガティブ・ケイパビリティ 答えの出ない事態に耐える⼒』朝⽇選書 ８８⾴ 
�

�
２．コロナ禍で 
・ ⾮⼒を思うとき�
・ ２０２０年３⽉下旬〜４⽉上旬�

職員２名の罹患�
・ ２０２０年８⽉下旬�

⼊院患者７名、職員３名の罹患�
・ ボランティアがいなくなった。�
・ 「不要不急」を削ぐ→「体を治す」への集中�
・ 「⼈はパンだけでも⽣きられる？！」�
・ たくさんの寄付をもらったこと。病院の創⽴につながって。�
 
 

St. Martin of Tours and the Beggar, 
painted about 1320 by Simone 
Martini for the chapel of St. Martin in 
Assisi. 



３．医療モデルとは違う道を 
・ ⼈を「⼈体」とみなす医療：同⼀の疾患には同⼀のアプローチを！�
・ EBMで�
・ 医療提供者と受給者には差異・・・「チャプレンが１０分話を聴いたら、患者の痛みが２０％軽減

された」、と⾔えないもどかしさ�
・ 「⼈体」とみなさないチャプレン�
・ 患者と私は同じ被造物�
・ “きちんと動じる！”・・・そのことで語り⼿を孤独にしない�
・ 同じところに⽴つ・・・“カウンセラー”と“クライアント”の関係でなく�
・ 中動態� � Cf.『中動態の世界� 意志と責任の考古学』國分功⼀郎� 2017� 医学書院��

“to.n i[ppon lu,ei.”（能動態）と“to.n i[ppon lu,etai.”（中動態）�
「癒す」でも「癒される」でもなく・・・「癒える」�

・ 同じ地平で、神に委ねるよりほかないところに⽴つ�
・ 「リ・メンバリング」Re-membering/M.�ホワイト�

出会い③�Sくんのこと。いない⼈がいる⼈を繋いでいく。Ministry�of�absence.�
 

４．牧師にしかできないことは？ 
・ 死ぬことを前提としたケア：出会い④�急に死ぬことが怖くなった⼈�
・ 罪の赦し：出会い⑤�⼩学⽣の時の罪責を告⽩された⽅�

Cf.� E.トゥルナイゼン�
牧会者（der Seelsorger）は、赦罪の福⾳の、にない⼿であり、（中略）（⼈々を）、
⾔に導き、彼らのために、祈りの中に固くとどまることによって、これを、教会
の主に結びつけることがゆるされている。      ―『牧会学』1946 年 

・ 祈り：出会い⑥�祈りを撮影された⽅�
�

５．「ホスピス」と「緩和ケア病棟」 
・ 「ホスピス」は使いにくい！？�
・ ホスピス⇒緩和ケア病棟／“帰れますよ！”� 死を語らない緩和ケア�
・ “その⼈がその⼈らしくいられるお⼿伝い”？�
・ 家族のモルヒネへの抵抗（しゃべれなくなる、寝ている時間

が⻑くなる）�
・ PPK信仰、「辞世の⾔葉」要求�
・ 死を「瞬間として」�

� � →「連続の弱くなっていく過程として」受け⽌めることへ�
⇔最期まで⽴派でありたい。最期まで⽴派であってほしい。⽴派であるべきだ。�

・ 出会い⑦�「祈れません」「ゆだねられません」「こんな姿勢でごめんなさい」�
・ 「エンディングを考える」というとき、「最期まで⽴派」の担保の提⽰になっていないか？�
・ 「趣味や趣向を継続できること」＝QOLの維持？�
・ 「変化し、衰えていく個⼈」に寄り添い、死を⾒つめつつ成⻑(spiritual�growth)するためのケア�
・ “ホスピス運動”は“伝道”途上なのではないか？（今はまだ、多くの⼈に必要とされていない）�
 

Eduard Thurneysen 
1888–1974 
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メンバーシップ 

⽇本ホスピス・緩和ケア研究振興財団 
「ホスピス・緩和ケアに関する意識調査 2018 年」 

 



６．スピリチュアルケア ̶̶ スピリチュアルに関わり合うこと 
・ スピリチュアルペインを取ること？�
・ 私を私にしてくれる⼈に出会うことでは･･･� 痛みを通して繋がる！�

cogitas�ergo�sum?�
・ むしろ貰うことも多いケア、いのちを分かつケア�
・ “I�did�not�found�hospice.�Hospice�found�me!”�（Cicely�Saunders）�

／デヴィッド・タスマへの思い。財産を享けて。�
�

７．有り余る中から与えるのではなく・・・祈り 
・ いつも「よいもの」（the�best）を提供するのではない。�
・ よわさ、⽋けを共に担っていくこと�
・ カンファレンス（Conference：ともに担うこと）のたいせつさ�
・ 出会い⑧�
� 「どうして⾃分をたいしたものだと思いたくなるんだろうなぁ」�
� 「空を⾒ていて、⻘いなぁと思える。それだけでよしとしていると、�
� � 今度は⾃然に空が⻘く⾒えてくる」� 煙突に� 群雲ひとつ� 春⽇傘（拙）�
→� 「先⽣みたいに歳をとりたいなぁ」／「君も病気をしないといけないよ」�
�

８．まとめ 
医療や介護の現場は人生の現場です。そこに牧師が関わるのは、その一人ひとりの人生の主人公が、決
して「その人そのものではない

．．
」ことを知っているからです。今、まさに医療・介護の現場で必要とされ

ているのは、「神のなしたもう業」を、同じ人間として「見守る」ことのできるケアワーカーです。ケアワ
ーカー自身も、自分の弱さや限界を、神と目の前の隣人＝患者さん、利用者さん、家族、遺族、スタッフ
に委ねて、その大いなる業を仰ぎ見ていくのです。それは大変さと同時に、感動と感謝に包まれる生活で
す。目の前の人の「やり残し」や「置き土産」を丁寧に拾い、神に祈り、慰めることで、自分もその方か
ら大きな力をいただく̶̶そんなスピリチュアルな関わりが、今、現場では求められていると思うのです。 

�
「むだにはならない」 

『かみさまおてがみよんでね』横⽥幸⼦編著 コイノニア社 より 
きょうかいで 
たねまきの おはなしを きいたの。 
たねが むだに ならないように 
かみさまの おはなしを 
よく ききましょうって いったけど、 
ふうこは あの たねたちは 
むだにならないって おもう。 
だって 
みちに おちた たねは とりさんが たべたし、 
いしのうえや いばらのなかにおちた たねは 
めをだして ひょろひょろでも 
むしさんが たべたと おもうよ。 
だから だいじょうぶ、 
たねは むだになんか ならない    ふうこ（６歳） 

Dame Cicely Mary Strode Saunders 
1918-2005 

⼣焼けの⾐笠病院 






